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pdaumttdaum nadaqtdaum nadaqaadas aadaumb fadazi
僅かな家が集まった家は統治の無い家で自立的ではない出入りだった。
幾らかの家の人には辛い仕事だった。

bbadaum far batdar nadafaadar nadaqb saraumb
本当の家は良い土地で多くの農地だが、
長期でない農地は支配はないが、ボスの希望は大きかった。

sair baqttda k karb daqdar bqdarbab umqaumsb
太陽は後ろ向きに集まり小さく、次々と後に生まれた。(日食の事でしょうか)
自立農地は古い農地の領土でウムクアウム国だった。

fdaum aadar aadasand aadagadar nadaqaadar aadaqab daqaadas nadagaadaum
良い家の幾らかの農地は幾らか争った。幾らかの深い(奥地の)農地は自立的な農地ではなく、
幾らかの費用で自立的な出入りとなり、遠くではない幾らかの家だった。

bfdar qab umpbaadar bada daum daqaaatb r batdazi qaadaum saab sardasb
新農地に地震があり、様々な流れ者の所有家は悪く、家の自立が大きく集まった国になった。
周囲は多くの仕事で、小さな家の様々な人はスアラア国となった。

fdaum dafaaaum badarb sar nadaqtdak daqtdak aaqb aadaum bfdas nadaqtdar sdaumbab
良い家は長期の家で、農地毎に決まった土地があり、無統治が強かった。統治が強く幾らか
続いた所有家には新しい出入りがあった。統治の無い農地は家の集まった領土だった。

sar aadar nadafab nadaqaada baqb nadaqdaum dafttb aadapb bqtdasb nadaqdas
ボスは幾らかの農地を狭し、自立的で無く小さくし、少しづつ無自立の家とした。
長期の幾らかの遠い人はブクトダ国とし、自立の無い出入とした。

qdar batdaum nadAsar daqdabqttb nadaqttb nadasar nadaqtts k aadaqb
狭い農地に多くの家があり、出入の無い土地は自立が小さく、新しくない国は統治の無い
国だった。出入の無い土地は自立なく集め、後に幾らか支配した。

bqdasar nadaqatb badaqdaum daqazi
新しい出入地は費用がいらない国で、自立家に従って自立は可能だった。


